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東京ガス株式会社のグループ企業として、ガス給湯器、ガス暖房機器などを製

造・販売する株式会社ガスター(以下、ガスター)。消費者に「お湯のある快適な暮

らし」を提供し続け、品質はもちろん、地球環境に配慮した商品開発に取り組む

など、人と社会に貢献する企業を目指している。

ガスターでは、1997年から小集団(チーム・グループ)単位での管理会計手法を

採用して、組織の生産性向上を実現している。そのために、独自の基幹システム

を利用して、膨大な量の社内取引伝票の処理を行っている。会計システム側もこ

れと連携して、データを扱う必要があったが、ZeeM 会計のオープン性を活かして、

基幹システムとの緊密なシステム連携を実現した。

株式会社ガスターの経営管理部 経理グループ マネージャーの松田浩幸氏に、

詳しい経緯を伺った。

株式会社ガスター
基幹システムと会計業務基盤の緊密なシステム連携をZeeM会計で実現
自社の管理会計に対応して、従業員約７００名の効率向上を支える。

企業情報
株式会社ガスター

 代表取締役社長 ：中西 誠一

 創立：1959年

 主な事業：
給湯事業（ガスふろ給湯器、ガス
給湯器、バランス型風呂釜）

ＴＥＳ事業（TES熱源機、浴室暖
房乾燥機、床暖房用温水マット）

住設商品事業（システムバス、
シャワートイレ、水洗金具、洗面
化粧台）

空調事業（ガスヒートポンプエア
コン、コ-ジェネレーション、ジェネ
キュー）

 本社所在地：
神奈川県大和市深見台3-4

 販売高： 284億円

（2010年3月期実績）

 拠点：東京・神奈川に4拠点

 従業員数 ：
約700名 （パート含む）

 http://www.gastar.co.jp/

選定理由

導入効果

掲載内容は、2012年4月現在のものです。

 社内システムとの連携度を高める、ＤＢレイアウト公開

 アクセス制御や証跡管理など優れたセキュリティ機能

 同一ベンダーによる人事給与システムと会計システムによる統合性

 ＩＦＲＳ対応の安心感

 基幹システムとの緊密なシステム連携

 経理部門が会計システムでオペレーションできる領域を拡大

 システムの維持・メンテナンスにかかる工数削減

導 入 事 例

今後は、この会計システムで管理する数字を中心に、会社全体が
動いていくための体制をさらに追求していきたいと考えています。

ガスター経営管理部
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ガスターでは、 1997年から、小集団

(チーム・グループ)単位ごとの管理会

計手法を採用している。企業の人員を

6～7人の小集団として組織して、チー

ム・グループ単位で時間当たり採算を

算出。その最大化を図るものだ。採算

の目標値は、月次・年次で策定し、労

働時間短縮や売り上げ増加策を実行

して、目標達成を目指していく。

「各組織が自分たちで計画を立て経

費ひとつひとつを管理しますから、コス

ト管理などの精度を大幅に向上させる

ことができるようになりました。各組織

から経理に正しい数字が入るので、経

理部門の決算業務も、とても楽になり

ました。

一方で、ガスターには165のチーム・

グループがあるので、各科目も165の

チーム・グループ単位で作らなければ

なりません。経費の支払伝票や振替

伝票など、社内取引の伝票も膨大な

数になります。」

(経営管理部 経理グループ マネー

ジャー 松田氏)

 管理会計で膨れ上がる
社内取引伝票

 ZeeM会計のオープン性で、
緊密なシステム連携を実現

管理システムと会計システムを緊密に連携させるためには、
会計システムのオープン性が不可欠でした。

「現在は、こうした組織ごとの経営管理

に、独自システムを利用しており、会

計システムは、これらのデータをシステ

ム連携で取り込む必要がありました。

また、チーム・グループ単位で、会計

データを開示していくことになります。

このように管理システムと会計システ

ムを連携させるためには、会計システ

ムのオープン性が不可欠でした。クレ

オの会計システムを選択した一番の決

め手でもあります。データベースのレイ

アウト情報が公開されているので、勘

定科目だとか、取引先だとか、そういっ

た会計が持っているマスタ情報を全部

持てるところを評価しました。

費用などをチーム・グループ単位で

割り振るのが難しい場合もありますが、

人数比・出荷台数比・売上高比などで

割り振って、振替伝票を自動的に発行

するといった仕組みも構築できている

ので、伝票枚数は増えていますが、各

業務担当者は楽になっていると思いま

す。管理会計事務局（企画グループ）

は現在3名で対応しています。この人

数で対応できているのも、この仕組み

が構築できているからです。」

神奈川県大和市の本社。本社工場で
は、ガス給湯器、ガスふろ給湯器、ガス
給湯暖房機などの製品を手掛けている。
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「従来、リース管理と受取手形管理は、

外部システムを利用していて、その

データを情報システム部門で加工して

もらって、会計システムに取り込んで

いました。それを新しい会計システム

に取り込んだことで、経理部門だけで

扱えるようになり、データ取り込み工数

を大幅に削減できました。

さらに、システム維持にかかる工数も

削減できそうです。従来の会計システ

ムでは、バージョンアップのたびに、全

担当者のパソコンに、ソフトウェアを1

台づつ入れ直す必要がありました。

ZeeM 会計では、最新版のクライアント

ソフトを自動配信できるので、情報シス

テム部門の担当者が走り回らずに済

むようになりました。」

 外部システム統合とメンテナ
ンス性の向上で工数を削減

「セキュリティ面も評価しています。当

社では、伝票入力などを現場で分散

入力しています。ZeeM 会計は、アク

セス制御や証跡管理など優れたセ

キュリティ機能を持っており、現場の人

が自分の業務に関係するところだけを

安心して扱えるようになりました。

さらに、ソフトウェアのアップデートを

定期的に行ってくれるので、要望を出

しておくと半年後に改善されていたり、

不自由に感じていた部分がそれでだ

いぶ改善されて助かっています。

今後は、このシステムで管理する数

字を中心に、会社全体が動いていくた

めの体制をさらに追求していきたいと

考えています。」

 会社全体を動かす体制を、
会計システムを中心に追及

経営管理部 経理グループ
マネージャー
松田浩幸氏

株式会社ガスター

導 入 事 例
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